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5 815 年の記録 『新撰姓氏録』 

秦の始皇帝三世孫 

 『新撰姓氏録』は、平安時代初期の 815 年（弘仁 6

年）に、嵯峨天皇の命により編纂された古代氏族 

名鑑である。1182 氏を、その出自により「皇別」・「神

別」・「諸蕃」に分類し祖先を明らかにしている。氏

族の改賜姓が正確かどうかを判別するために編ま

れたと。疑問点の多い資料である。 

考証巻之十八（左京諸蕃・漢・太秦公宿禰の項）

に、「ある説では、弓月君は融通王ともいい、秦始

皇 帝三世孫、孝武王の後裔である。孝武王の子

の功満王は仲哀天皇 8 年に来朝、さらにその子の

融通王が別名・弓月君である。応神天皇 14 年に来

朝した。「渡来後の弓月君の民は、養蚕や織絹に

従事し、その絹織

物は柔らかく「肌」の

ように暖かいことか

ら波多の姓を賜るこ

ととなった。考証巻

之二十（山城国諸

蕃 ・ 漢 ・ 秦 弔 寸 の

項）に、「仁徳天皇

の御代に波陀姓を

賜った。その末裔は

登呂志公、秦酒公

を賜り、雄略天皇の

御 代 に 禹 都 萬 佐

（太秦）を賜った。」

とある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 901 年の記録 『日本三代実録』 

            功満王 融通王 

 『日本三代実録』は、平安時代に編纂された

歴史書。六国史の第六にあたり、清和天皇、陽成

天皇、 光孝天皇の 3 代である天安 2 年（858）8 月

から仁和 3 年（887）8 月までの 30 年間の記録。延

喜元年（901）成立。編者は藤原時平、菅原道真、

大蔵善行、三統理平。編年体、漢文、全 50 巻。 

 『日本三代実録』巻 44 陽成天皇 元慶七年十二

月（884 年）に、「惟宗朝臣の氏姓を賜る。秦宿禰永

原、秦公直宗、秦忌寸永宗、秦忌寸越雄、秦公直

本らの奏上によると、功満王は秦始皇帝十二世 

孫」とある。（融通王は十三世孫。） 

 

7 まとめ 

 『新撰姓氏録』『日本三代実録』の「弓月君は秦始

皇帝三世孫、孝武王の後裔。融通王、功満王」は、

あくまでも「ある説」である。『古語拾遺』の「絹・綿が

肌膚（はだへ）に柔らかで故に秦の字を読んで之を

波陀（ハダ）と言う。」も創作である。『新撰姓氏録』も、
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「肌のように暖かいことから波多の姓を賜ることとな

った。」と『古語拾遺』を写している。 

秦氏の故郷弓月国（クンユエ）では、ハダと発音

していた。 

 「秦王国」は備前国上道郡幡多郷にあった。郷域

は明治 22 年(1888 年)の幡多村「清水・赤田・高

屋・ 沢田・関・山崎・円山・藤原・湊」である。 

弓月国はシルクロードの北方ルート上にあった。

バルハシ湖の南、イリ川付近である。中央アジアの

カザフスタン内にあり、東の一部が新疆ウイグル自

治区にかかっている。 

伊犁（イリ）草原の別名が那拉提（ナラティ）草原

である。新疆ウイグル自治区の新源県東部に位置

する新源県那拉提鎮にある。「那拉提」はモンゴル

語で「最も早く太陽が見えるところ」という意味である。

イリ川上流に「ヤマトゥ」という小さな村がある。「イリ・

ナラ・ヤマトゥ」に注目したい。渡来人・秦氏が自ら

の故郷の地名を日本に残したと考える。 
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